
理科の見方・考え方を意識的に働かせ、
表現できる子を育てるための

手立ての工夫

～第５年生流れる水のはたらき、
物のとけ方の実践を通して～

大藪小学校 安藤吉輝



１．主題設定（児童の実態）

アンケートより

「理科が好きですか」 → ９７．７％

「考察を書く」 → ３７．８％

理由
「文章であまりうまく表せない」

「結果から何かを読み取ることが苦手」

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



１．主題設定

理科の見方・考え方」を言葉で表現でき
ない。

→児童の言葉で表現する

「理科の博士ワード」の作成

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



２．研究仮説
５年生の理科において、働かせる理科の
見方・考え方を明確にした単元指導計画
を作成し、単位時間の予想や考察、ふり返
りの場面で繰り返し理科の見方・考え方を
働かせる工夫をすることで、意識的に「理
科の博士ワード」を使うことができる児童を
育成することができる。

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



３．研究内容

ⅰ理科の見方・考え方を明確にし

た単元指導計画の作成

ⅱ単元の中で理科の見方・考え方

を繰り返し働かせる場面の設定

ⅲ学びのよさを認識することのでき

るふり返りの工夫

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践

単元名

【流れる水のはたらき】

【物のとけ方】

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅰ理科の見方・考え方を明確にした単元指導計画の作成

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅱ単元の中で理科の見方・考え方を繰り返し働かせる場面の設定
①理科の見方・考え方を児童の言葉で表し、位置付ける場の設定

よさを教師が価値付け、全体に広め、「理科博士ワード」とし
て理科室に位置付けた。

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅱ単元の中で理科の見方・考え方を繰り返し働かせる場面の設定
①単位時間での予想や考察における理科の見方・考え方の位置付け

予想（見通し）

実験

考察

振り返り

見方・考え方

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅱ単元の中で理科の見方・考え方を繰り返し働かせる場面の設定
①単位時間での予想や考察における理科の見方・考え方の位置付け

予想（見通し）

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅱ単元の中で理科の見方・考え方を繰り返し働かせる場面の設定
①単位時間での予想や考察における理科の見方・考え方の位置付け

考察

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅲ学びのよさを認識することのできるふり返りの工夫

ⅰ どのようにして分かったか
ⅱ 何が分かったか。
ⅲ 新たな疑問

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅲ学びのよさを認識することのできるふり返りの工夫

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅲ学びのよさを認識することのできるふり返りの工夫

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



４．実践
ⅲ学びのよさを認識することのできるふり返りの工夫

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



５．成果

①考察の場面でのノートの記述

４５人/４９人

②「理科の考察は理科博士ワードを用いて

表現できるようになったか」

９２％

１.主題設定 ２．研究仮説 ３．研究内容 ４．実践 ５．成果



ご静聴ありがとうございました。
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